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に対する研究を行った。この論文ではサイトあたりに複数の f 電子が存在する U系化合物の性質に焦点を当て、それ
らを rf1、 f2、両状態における結晶場の異方性が低エネルギーの準粒子描像にどのような影響を与えるか」という統
一的な観点から理解することを目的とした。
基本的な理論的枠組みは以下のとおりである o まず、一般的な性質として、 flの結晶場の異方性により 2 つの軌道
がそれぞれに異なった「近藤温度」を持つ、「軌道依存近藤効果」の状態が実現していると考えられる。また、 f2状




磁率においては (5f)2 -sing let 基底状態で理解される一方でバンド計算や dHvA 効果の実験などは (5f) 3を示唆して
いる。これを、 flの結晶場の異方性から導かれる「軌道依存近藤効果」と Hund 結合の効果を考慮することによって
説明できた。次に、希釈系U化合物R1-xUxRu2Si2 (R=Th, Y and La, x壬 0.07) においてみられる非フェルミ液体に















異方性・温度依存性は (5f) 2一重項結晶場基底状態で理解される一方でバンド計算や dHvA 効果の実験などは (5f) 3
を示唆している )J の問題を解明した。即ち、軌道聞の Hund 結合が、 f'の結晶場の異方性から導かれる軌道によっ
て異なる「近藤温度」の比率を顕著に増大させることを示し、実験的に実現可能な温度領域において一つの軌道の
「スピン」だけが伝導電子と一重項を形成してその自由度を失った状態が出現することを例示した。
つぎに、希釈系U化合物R，-xUxRu2Si2 (R=Th. Y and La. x :S; 0.07) においてみられる非フェルミ液体についての





効質量の増大の効果を受けな Lリのに対し INMR 縦緩和率および Sommerfeld 係数は有効質量の増大の効果を受け
る」という一見矛盾した性質を示し、大きな謎であった。この問題を「結晶場一重項基底状態における異常な局所フェ
ルミ流体」の立場から議論し、これらの異常な振る舞いは If2状態における結晶場の異方性が低エネルギー準粒子状
態に与える効果として無理なく説明する」ことに成功した。
以上の結果はいずれも、 U系重い電子化合物の準粒子状態の新しい側面を理論的に解明した独創的な研究であり、
博士(理学)論文の価値があると認めることができる。
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